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（注）四捨五入により合計が合わない場合がある

年
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末
設
備
量

(4月末実績)

再生可能エネルギーへの取り組みについて再生可能エネルギーへの取り組みについて

Ⅱ風力発電

開発に向けた風況調査等を行い、長期安定的かつ経済的な発電が可能な有望地点

に対して、周辺環境との調和も考慮した上で、グループ会社とともに開発を推進し

ています。

〔宮崎県串間市における風力発電所の概要〕

環境影響評価：平成25年～平成28年(予定)
建設工事開始：平成28年(予定)
営業運転開始：平成31年(予定)

主 要 工 程

６万kW級開 発 規 模

宮崎県串間市本城、都井の稜線沿い計 画 地 点

串間風力発電所（仮称）発 電 所 名

Ⅰ 太陽光発電

当社発電所跡地等を活用したグループ会社（㈱キューデン・エコソル）によるメガ

ソーラー開発に取り組んでいます。

現在の開発地点は、大牟田 (港発電所跡地：自社開発)、大村(大村発電所跡地)、佐

世保(旧相浦発電所跡地)の計３箇所です。

Ⅲ バイオマス発電・廃棄物発電

グループ会社によるバイオマス発電の実施※や、バイオマス発電・廃棄物発電事業

者からの電力購入を通じて普及促進に努めています。また、当社発電所におけるバイ

オマス混焼については、経済性や燃料の安定調達面等を勘案して取り組んでいます。

※ みやざきバイオマスリサイクル：鶏ふん発電（11,350kW）
福岡クリーンエナジー ：ごみ発電 （29,200kW）

平成26年5月
九州電力株式会社

長島風力発電所（出力50,400kW）

〔太陽光・風力の設備導入見通し〕

―最近の取り組み―

苓北発電所（熊本県）にて、国内の未利用森林資源(林地残材など)を利用した

木質バイオマス混焼発電実証事業※を実施中。(実証事業期間:平成22～26年度)

※ 経済産業省補助事業「平成21年度林地残材バイオマス石炭混焼発電実証事業」

電源開発㈱他と共同で、熊本市が公募した「下水汚泥固形燃料化事業」へ参画。

平成25年4月から燃料製造を開始。製造した燃料化物は当社松浦発電所および電

源開発㈱松浦火力発電所（長崎県）で石炭と混焼中。

―最近の取り組み―

宮崎県串間市に㈱九電工と共同出資する事業会社を

設立し、風力発電事業に向けた環境影響評価に着手。

〔メガソーラー発電所の概要〕

平成26年3月

10,000kW

長崎県佐世保市光町
（旧相浦発電所跡地）

佐世保メガソーラー発電所

平成25年3月： 3,000kW
平成25年5月：10,500kW

運 転 開 始

13,500kW開 発 規 模

長崎県大村市寿古町
（大村発電所跡地）

所 在 地

大村メガソーラー発電所発 電 所 名

佐世保メガソーラー発電所

―最近の取り組み―

〔参考〕国による太陽光・風力FIT認定設備のうち、運用開始したもの（2014.2末時点）

【地域別割合】

◆再生可能エネルギーの積極的な開発・導入

当社は、国産エネルギー有効活用、並びに地球温暖化対策として優れた電源である

ことから、太陽光・風力・バイオマス・水力・地熱などの再生可能エネルギーの積極

的な開発、導入を推進しています。

平成24年７月に固定価格買取制度(FIT)が開始され、太陽光の連系申込みが急増し

てきました。このため、平成32年度(2020年度)の太陽光・風力の導入見通しを、平

成25年3月に300万kWから700万kWへ拡大しました。

急速に普及拡大が進む太陽光などの円滑な受け入れを図るとともに、グループ一体

となった開発や地域社会との協働による開発推進など、積極的に取り組みます。

なお、太陽光・風力の大量導入にあたっては、今後も引き続き、電圧や周波数が安

定した高品質な電力を供給できるよう、系統安定化に関する技術開発等を推進してい

きます。



対 馬
(3,500kW)

壱 岐
(4,000kW)

奄美大島
(2,000kW)

種子島
(3,000kW)

経産省補助事業
(蓄電池容量)

環境省補助事業
(蓄電池容量)

凡例

Ⅴ 地熱発電

日本最大規模の八丁原発電所を保有し、全国の約4割の設備量をほこるなど、長年
にわたり積極的な開発を推進しています。資源賦存面から有望と見込まれる地域の調
査を行い、技術面、経済性、立地環境などを総合的に勘案し、地域との共生を図りな
がら、グループ会社を含めて開発に取り組んでいます。

山川地熱バイナリー発電設備 概観

―最近の取り組み―

川崎重工業㈱と共同で、鹿児島県指宿市の山川発電所構内に小規模バイナリー
発電設備(出力 250kW)を設置し、実証試験を実施中。(平成24～26年度)

今後、地熱資源が賦存する離島等への導入も期待できます。

蒸発器

空冷式復水器

タービン発電機
予熱器

※ 地下から取出す地熱流体量は変わらないが、減圧気化器
を追設することで、発電効率が向上し出力増加の予定

大分県玖珠郡九重町の国内初の事業用地熱発電所である大岳発電所（定格出力
12,500kW、昭和42年運開）の老朽化状況を踏まえ、発電設備の更新を計画。更
新後も生産井及び還元井は現状の設備を継続的に使用し、引続き貴重な地熱資源を
活用する予定。

平成31年12月予定

14,500kW※

同左

同左

更新後

昭和42年8月運転開始

12,500kW出 力

大分県玖珠郡
九重町大字湯坪

所 在 地

大岳発電所発電所名

既設

更新後の設備概要

媒体系統加熱源系統

蒸気・熱水サイクル
媒体蒸気

媒体：代替フロン（HFE）
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還元井蒸気井

熱水ﾀﾝｸ

熱媒体循環ﾎﾟﾝﾌﾟ

空冷式復水器

冷却ﾌｧﾝ 冷
却
用
空
気

蒸気

熱水

媒体蒸気
媒体：代替ﾌﾛﾝ(HFC)
沸点：34℃

媒体サイクル蒸気･熱水サイクル

タービン発電機

熱水

蓄電池収納ｺﾝﾃﾅ（壱岐芦辺変電所内）
横10m×奥行7m×高さ4m×2棟
受電設備収納ｺﾝﾃﾅ
横10m×奥行5m×高さ4m×１棟

電池ﾓｼﾞｭｰﾙ

―最近の取り組み―

経済産業省補助事業（実施中）
・対象離島：壱岐(長崎県)
・実証期間：平成24～26年度
・設置設備：リチウムイオン電池、4,000kW

環境省補助事業（実施中）
・対象離島：対馬(長崎県)、種子島・奄美大島(鹿児島県)
・実証期間：平成25～28年度
・設置予定設備：リチウムイオン電池
対馬（3,500kW）、種子島（3,000kW）、
奄美大島（2,000kW）、計 8,500kW（3島）

〔大岳発電所の更新概要〕

Ⅵ 離島

離島における再生可能エネルギーの導入拡大に向けて、以下の離島を対象に電力系

統に蓄電池を一括設置する実証事業に取り組んでいます。

Ⅳ 水力発電

技術面、経済性、立地環境などを総合的に勘案し、地域との共生を図りながら、グ

ループ会社を含めて開発に取り組んでいます。また、河川の維持用水を放水するダム

での維持流量※発電やかんがい水路を利用した発電など、小規模水力の開発にも取り

組んでいます。 ※ダム下流の生態系の保護など河川環境の

維持のために放流する必要流量

上椎葉維持流量発電所発電所内部

―最近の取り組み―

宮崎県の上椎葉、一ツ瀬ダムに
おいて、維持用水の水路に水車・
発電機等を取り付けた維持流量発
電を開発。

・上椎葉：出力330kW、H25.3運開

・一ツ瀬：出力330kW、H25.10運開

発電機

水車

主変圧器

設備更新範囲

送電線へ

発電機

一次蒸気輸送管

ファン

冷却塔

ガス抽出器

空気
薬
注

二
相
流
体
輸
送
管

熱水輸送管

汽水分離器

熱水輸送管

生産井 還元井

冷却水
オーバー
フロー水

再生可能エネルギー発電設備（当社およびグループ会社（下表の※印）の設備量）

≪太陽光発電≫

≪風力発電≫

≪バイオマス発電・廃棄物発電≫

≪水力発電≫

≪地熱発電≫

約3,500約1,800約6,70010,00013,500約2,8003,000出 力

その他
ﾒｶﾞｿｰﾗｰ※

事業所等
への設置

その他
ﾒｶﾞｿｰﾗｰ※

佐世保ﾒｶﾞｿｰﾗｰ※

（長崎県）
大村ﾒｶﾞｿｰﾗｰ※

（長崎県）
事業所等
への設置

ﾒｶﾞｿｰﾗｰ大牟田
（福岡県）

計 画（約5,300）既 設（約36,000）
発電所

約60,00012,0001,99050,400103,000250出 力

串 間※

（宮崎県）
鷲尾岳※

（長崎県）
奄美大島※

（鹿児島県）
長 島※

（鹿児島県）
黒 島

（鹿児島県）
野間岬ｳｲﾝﾄﾞﾊﾟｰｸ
（鹿児島県）

甑 島
（鹿児島県）

計 画既 設（約67,700）

発電所

700ｔ/年程度重量比で最大1%混焼29,20011,350出 力

バイオマス混焼（下水汚泥）バイオマス混焼(木質チップ)一般廃棄物バイオマス（鶏糞）燃 料

松 浦
（長崎県）

苓 北
（熊本県）

福岡ｸﾘｰﾝｴﾅｼﾞｰ※

（福岡県）
みやざきﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｲｸﾙ※

（宮崎県）

既 設（約40,600）

発電所

370 (▲65)2007,200 (▲3,900)約1,282,500出 力

新名音川注3）

（鹿児島県）
竜宮滝
（熊本県）

新甲佐注2）

（熊本県）
140箇所 注1）

計 画（約3,800）既 設

発電所

5,000+2,0002,00027,50030,00030,000110,00012,500出 力

菅原ﾊﾞｲﾅﾘｰ ※

（大分県）
大岳注）

（大分県）
八丁原ﾊﾞｲﾅﾘｰ
（大分県）

滝 上
（大分県）

大 霧
（鹿児島県）

山 川
（鹿児島県）

八丁原
（大分県）

大 岳
（大分県）

計 画（7,000）既 設（212,000）
発電所

注） +2,000kWは、大岳発電所の発電設備更新に伴う出力増分（Ｈ31年12月更新予定）

注1） 一般水力（揚水：３箇所・230万kWを除く）
注2） ▲3,900kＷは､既設甲佐発電所の廃止分
注3） ▲65kＷは､既設名音川発電所の廃止分

・既設合計164万kW、計画合計8万kW 
[平成26年4月末時点] 

（kW）

（kW）

（kW）

（kW）

（kW）


